
 

 

（案） 
 

ｕ－Ｊａｐａｎ政策 

～2010年ユビキタスネット社会の実現に向けて～ 

 

 

 

 

2004 年 12 月 

 

 

ユビキタスネット社会の 

実現に向けた政策懇談会 

資料２



 ii

はじめに 

○○○○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ユビキタスネット社会の実現に向けた政策懇談会」 

座長（基本政策ＷＧ座長）  村上 輝康 

座長代理（ＩＣＴ産業ＷＧ座長）  伊丹 敬之 

利用環境ＷＧ座長   堀部 政男 



 iii

「ユビキタスネット社会の実現に向けた政策懇談会」 最終報告書 

－ 目 次 － 

 

はじめに 

 

第Ⅰ編 ｕ－Ｊａｐａｎ政策の背景 

 

第１章 目標達成目前のｅ－Ｊａｐａｎ戦略 

１．１ ｅ－Ｊａｐａｎ戦略の成果と課題 

    １．１．１ ｅ－Ｊａｐａｎ戦略の概要 

    １．１．２ ｅ－Ｊａｐａｎ戦略の成果 

    １．１．３ ｅ－Ｊａｐａｎ戦略の課題 

   １．２ ｅ－Ｊａｐａｎ戦略Ⅱの進捗状況 

    １．２．１ ｅ－Ｊａｐａｎ戦略Ⅱの概要 

    １．２．２ ｅ－Ｊａｐａｎ戦略Ⅱの進捗状況 

     

第２章 ＩＣＴの豊かな可能性 

２．１ 国民生活を豊かにするＩＣＴ 

    ２．１．１ ＩＴからＩＣＴへ 

    ２．１．２ ＩＣＴがもたらす具体的メリット 

   ２．２ ＩＣＴの技術動向 

    ２．２．１ 「ユビキタスネットワーク」が今後のＩＣＴのキーワード 

    ２．２．２ 「ユビキタスネットワーク」の関連技術のトレンド 

２．３ ＩＣＴによる諸課題解決の可能性 

    ２．３．１ ２１世紀の社会的課題 

    ２．３．２ ＩＣＴによる課題解決の萌芽 

 

第３章 時代の流れに沿った政策手法の変化 

３．１ 社会経済の大きな流れと行政全般の方向性 

３．２ ＩＣＴの大きな流れとＩＣＴ政策の方向性 



 iv

第Ⅱ編 ２０１０年のｕ－Ｊａｐａｎ 

 

第４章 ２０１０年に向けた新たな構想 

４．１ ユビキタスネット社会とｕ－Ｊａｐａｎ政策 

４．２ ｕ－Ｊａｐａｎ政策の大目標 

４．３ ｕ－Ｊａｐａｎ政策の基本思想 

 

第５章 ｕ－Ｊａｐａｎの目指すべき社会 

５．１ わが国が直面する具体的な課題と解決後の成果 

    ５．１．１ わが国が直面する具体的な課題 

    ５．１．２ ｕ－Ｊａｐａｎによってもたらされる成果の類型 

５．２ ｕ－Ｊａｐａｎの理念 

５．２．１ 基盤性に着目した理念－「ユビキタス」 

５．２．２ 成果に着目した理念－「ユニバーサル、ユーザ・オリエンテッド、ユニーク」 

５．３ ｕ－Ｊａｐａｎの具体的な生活シーン 

５．４ ｕ－Ｊａｐａｎにおける産業のＩＣＴ利用 

 

第６章 ｕ－ＪａｐａｎにおけるＩＣＴ産業 

６．１ ＩＣＴ産業からみたｕ－Ｊａｐａｎの意義・目的 

    ６．１．１ ＩＣＴ産業の将来性に対する期待と不安 

    ６．１．２ ｕ－Ｊａｐａｎに向けてＩＣＴ産業に期待される２つの役割 

    ６．１．３ ｕ－Ｊａｐａｎ実現による新技術と新ビジネスの好循環形成 

    ６．１．４ ｕ－Ｊａｐａｎにおける「社会全体の最適化」の視点 

６．２ ｕ－Ｊａｐａｎにおける今後のＩＣＴ産業の方向性 

    ６．２．１ ＩＣＴ産業組織の変革のうねり 

    ６．２．２ ＩＣＴ産業の将来像 

 

 

第Ⅲ編 ｕ－Ｊａｐａｎ政策パッケージ 

 

第７章 ｕ－Ｊａｐａｎ政策パッケージの概要 

７．１ ｕ－Ｊａｐａｎ実現のための前提条件（三大要素） 

７．２ ｕ－Ｊａｐａｎ政策パッケージの構造 

７．３ ｕ－Ｊａｐａｎ政策の特徴 

 ７．３．１ ブロードバンドからユビキタスネットへ 

 ７．３．２ 情報化促進から課題解決へ 



 v

 ７．３．３ 利用環境整備の抜本強化 

 ７．３．４ 「草の根価値創発」による「質」の向上 

 ７．３．５ フロントランナーとしての２０１０年の目標設定 

 

第８章 ユビキタスネットワーク整備 

   ８．１ ユビキタスネットワーク整備に向けた新たな目標 

   ８．２ 有線・無線のシームレスなアクセス環境の整備 

   ８．３ ブロードバンド基盤の全国的整備 

   ８．４ 実物系ネットワークとの融合促進 

   ８．５ ネットワーク・コラボレーションの基盤整備 

   ８．６ 工程表の策定 

 

第９章 ＩＣＴ利活用の高度化 

   ９．１ ＩＣＴ利活用の高度化に向けた新たな目標 

   ９．２ ＩＣＴによる先行的社会システム改革 

   ９．３ コンテンツの創造・流通・利用促進 

   ９．４ ユニバーサルデザインの導入促進 

   ９．５ ＩＣＴ人材活用 

   ９．６ 工程表の策定 

 

第１０章 利用環境整備 

   １０．１ 利用環境整備の目標 

   １０．２ ユビキタスネット社会の課題の整理 

    １０．２．１ ユビキタスネット社会の進展に対する不安 

    １０．２．２ ユビキタスネット社会の「影」の部分に対する対応の必要性 

    １０．２．３ 「影」の課題整理 

    １０．２．４ １０の大分類 

    １０．２．５ １００の個別課題 

   １０．３ 不安解消に向けた具体策「ＩＣＴ安心・安全２１戦略」 

    １０．３．１ ＩＣＴ安心・安全２１戦略 

    １０．３．２ 優先２１課題の具体的内容 

    １０．３．３ やがて問題が顕在化することが予想される重要な課題 

   １０．４ ユビキタスネット社会憲章 

    １０．４．１ 憲章の意義 

    １０．４．２ ユビキタスネット社会憲章の構成 

    １０．４．３ 今後の進め方 

   １０．５ 工程表の策定 

１０．６ 補論（アンケート調査について） 



 vi

    １０．６．１ アンケートの概要 

    １０．６．２ 抽出すべき優先課題の考え方 

    １０．６．３ 優先課題の抽出 

    １０．６．４ やがて問題が顕在化することが予想される重要な課題の抽出 

 

第１１章 その他横断的な政策 

   １１．１ ｕ－Ｊａｐａｎ実現に向けた国際戦略・技術戦略の新たな目標 

   １１．２ 国際戦略 

   １１．３ 技術戦略 

   １１．４ 工程表の策定 

 

第Ⅳ編 ｕ－Ｊａｐａｎ政策実施のあり方 

 

第１２章 政策実施のあり方 

１２．１ 基本的な考え方 

    １２．１．１ 「官」から広義の「民」（民・産・学）へ 

    １２．１．２ 「民」・「産」・「学」・「官」の連携の必要性 

１２．２ 「産」と「官」の役割分担のあり方 

    １２．２．１ 「産」と「官」の役割分担の基本的な考え方 

    １２．２．２ 階層（レイヤー）毎にみた「産」と「官」の果たすべき役割 

１２．３ 役割分担の具体策 

１２．３．１ 総務省自らが取り組むべき事項 

１２．３．２ 政府部内・地方公共団体に働きかける事項 

１２．３．３ 「産」で取り組む事項 

１２．３．４ 「学」・「民」に働きかける事項 

１２．３．５ 国外に働きかける事項 

 

第１３章 工程表とＰＤＣＡ 

１３．１ 工程表の策定 

１３．２ ＰＤＣＡの徹底 

    １３．２．１ 評価 

    １３．２．２ 不断の見直し 

 

 



 vii

参考資料 

 

１ 基本政策ＷＧ提出 

１．１ ２０１０年に向けた生活者アンケート調査結果 

１．２ ユビキタスネット社会に向けた先導的ソリューション例一覧 

 

２ ＩＣＴ産業ＷＧ提出 

２．１ ｕ－Ｊａｐａｎに向けたＩＣＴ産業政策の基本理念 

２．２ ｕ－Ｊａｐａｎ実現のためのＩＣＴ産業戦略 

 

３ 利用環境ＷＧ提出 

３．１ １００の個別課題詳細 

３．２ ユビキタスネット社会の影の課題（大分類）に係る国際的政策動向 

３．３ ユビキタスネット社会憲章（案） 

３．４ 有識者アンケート質問票 

  

４ その他 

４．１ 「ユビキタスネット社会の実現に向けた政策懇談会」開催要綱、構成員 

４．２ 「ユビキタスネット社会の実現に向けた政策懇談会」検討経過 

 

 

用語解説 

 


